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               審   査   の   要   旨
 
本論文は、新規 MAPK 阻害剤と PIKfyve 阻害剤を同定し、複数の炎症性サイトカインの産生に対する機
能解析結果について述べたものである。本論文により、（1）抗炎症作用及びキナーゼ選択性を示す新規
p38MAPK阻害剤が見出され、in vitroおよび in vivoにおける高い選択性と炎症性サイトカインの強い
産生阻害作用をもつこと、および（2）脂質キナーゼ PIKfyveの新規阻害剤として見出された複数の新規
阻害剤が IL-12p40を含む複数の炎症性サイトカイン産生と B細胞活性化を強く抑制することなどが明ら
かにされた。本論文は、p38MAPK阻害と IL-12p40産生阻害に働く新規阻害剤の慢性炎症に対する新規薬
理作用を生物科学的視点から明らかにし、新規薬剤の薬理的的有用性を実証したものである。本論文に
より明らかになった新規阻害剤は、慢性炎症疾患に対する新たな治療薬剤の開発を可能にしたもので、
その功績は極めて大きい。 
平成３０年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
